
国民皆保険の下での業務効率化、高度化により、国民の負担軽減と
全国どこでも質が維持され、統一された医療の実現を目指します

業務効率化、高度化、ICTの活用により「業務集団」から「自ら考え、自ら行動する頭脳集団」へ
保険者の審査支払機能の代行機関としてその役割を担ってきた支払基金は、AI等や医師、看護師等の医療専

門職など職員の活用を通じて、医療の質の向上と経済合理性の確保、さらには皆保険にふさわしい全国で統一
的な基準での審査支払を実現します。

・公的医療保険制度の加入者である国民にとって、審査基準の統一化により全国どこでも質が維持され、統一された医療が受け
られることに加え、保険者の審査手数料等のコスト削減を通じて、国民の負担を軽減する。

・審査委員の負担が軽減され、これまで以上に地域の医師の時間を地域医療活動や患者、住民との対話などの業務に注力する
ことが可能になる。

国民にとってのメリット

支払基金の業務効率化、高度化により審査手数料等を低減し、審査の質を向上させます。保険者にとってのメリット

改革により、支払基金の年間の運営経費約800億円の一層の削減を図り、国民へ還元することを目指します。

国民の負担を軽減し、全国どこでも質が維持され、統一された医療の実現を目指します。

自らチェックできる仕組みの導入など、ＩＣＴ活用によりレセプト請求の利便性を向上します。医療機関等にとってのメリット

・レセプト請求前に自らチェックできる仕組み等の導入により、医療機関等の作業負担を軽減し、誤請求を減少する。

・ＩＣＴの活用によるレセプト請求の利便性を向上する。

・レセプトの受付から支払までを短期化することができ、保険者の円滑な資金繰りを確保できれば、高額療養費の償還払

や医療機関等への支払の早期化も可能になる。

・支払基金の業務効率化、高度化により、コストを低減する。これにより、支払基金の委託者である保険者が、

支払基金に支払っている審査に関する手数料を低減する。

・ＡＩや最新のＩＣＴを活用することにより、さらなる審査の質を向上する。


